
【地学】
第４部 宇宙の構造
第２章 太陽系の天体
第１節 惑星の運動
Ⓑ恒星までの距離と明るさ

【物理】
該当なし

～星までの距離のはかりかた～



○恒星の明るさ
等級…星の明るさを示す指標。

等級の数字が小さいほど明るい星。
５等級違うと明るさの比は１００倍
異なる（１等級違うごとに明るさは
約2.5倍違う）。

見かけの等級…地球から見たときの明るさ
の等級



著作権保護



○恒星までの距離と見かけの等級

本来同じ明るさの恒星（同等の光エネル
ギーを放出している恒星）でも，距離が違
うと見かけの等級が異なる

太陽は近くにあるから
他の恒星に比べて桁違いに明るい！



○恒星までの距離と見かけの等級

ちなみに…
距離を同一（10パーセク＝32.6光年）に
補正して，星そのものの明るさを示す指標

＝絶対等級



著作権保護



著作権保護



○恒星までの距離の測定
恒星までの距離は，離れた２点からの視差
（恒星までの視線のなす角）を測定するこ
とによって求まる。

（右図のＡＢ間の距離
と視差の角度が決ま
れば，三角形の大き
さが確定する）

著作権保護



著作権保護



著作権保護



著作権保護



離れた２点の距離をできるだけ大きく
とらないと正確な測定ができない。

人間が地球上でとれる２点間の最大の
距離は＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

何が入るか考えよう！



人間が地球上でとれ
る２点間の最大の距
離は公転軌道の直径

年周視差
…太陽－恒星－地球
を結んでできる最
大の角度

著作権
保護



著作権保護



○三角測量
図の点Ａと点Ｂが基準
となる地点，点Ｐが測
定対象である

著作権
保護



○三角測量
❶辺ＡＢ（基線という）
の長さxをはかる。

❷点Ａから点Ｐを観測
し，角αを求める。

❸ 点Ｂから点Ｐを観測し，角βを求める。

著作権
保護



○三角測量
❶辺ＡＢの長さx

❷角α

❸角β

以上３つを測定したら，
計算により「ＰＡの長さ」「ＰＢの長さ」
「基線から点Ｐの距離」が求まる！

著作権
保護



三角点＝測量の基準となる点

著作権保護



≪三角測量の原理≫
基線と点Pとの距離hは，
h ＝ →ＰＢ＝
基線の長さxは，
x ＝
よって，ＰＡ＝
加法定理より，ＰＡ＝
同様に，ＰＢ＝
結果をhの式に代入すると，h ＝

著作権
保護



次回，校庭で三角測量の演習をします！

太陽役の人と地球役の人が必要です。



○三角比の表の見方
通常，90°までしか表がありません。
≪（90°＋θ）の三角比≫
𝐬𝐢𝐧 𝟗𝟎° + 𝜽 = 𝐜𝐨𝐬𝜽
𝐜𝐨𝐬 𝟗𝟎° + 𝜽 = −𝐬𝐢𝐧𝜽

𝐭𝐚𝐧 𝟗𝟎° + 𝜽 = −
𝟏

𝐭𝐚𝐧𝜽
上の関係式を使えば，180°までは対応で
きる。
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